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マックのファイル形式はDOSやウ

ィンドウズのファイルと異なりま

す。プログラムで作成して保存したデータが

置かれるデータフォークという部分と、アイ

コン情報や実行プログラムなどが置かれるリ

ソースフォークという2つの部分から構成さ

れ、マックのファイルシステムでは1つのフ

ァイルとして見えるようになっています。し

かし、マック以外のコンピュータの多くは、

データと実行プログラムなどの2つの情報を

保存することはせず、いずれかのデータだけ

で1つのファイルになります。この違いは通

信において問題となります。マックのファイ

ル形式をそのままほかのコンピュータで表現

することはできません。そこで、データフォ

ークとリソースフォークを1つのバイナリー

ファイルにまとめたのがMacBinary形式で

す。パソコン通信で扱われるバイナリーデー

タに対応したファイル転送形式で、マック

ユーザーがほかのマックユーザーにマックの

ファイルを送るときに使われます。

似たような形式に、BinHex形式がありま

す。こちらはデータフォークとリソースフォ

ークをまとめて1つのテキストファイルにす

る形式です。バイナリーデータは8ビットで

すが、7ビットで表すことのできるテキスト

データとなるため、インターネッ

トの電子メールで送受信すること

ができます。DOSやウィンドウズ

の環境でも使えるデータフォーク

部分だけを取り出すことができ、

画像、音声などの機種に依存し

ないデータファイルの転送に使わ

れます。これらの形式は、ファイ

ルがどのように送られるかによっ

て使い分けられます。

まず、8ビットのバイナリーデ

ータの転送を行っても信頼性が高

い場合、たとえば8ビット転送の

形式であるFTPのバイナリー転送

が使えるときなどは、ファイルサ

イズの小さなMacBinary形式がいいでしょ

う。電子メールなどのバイナリーデータの転

送に適さない方法を用いるときは、BinHex

形式を使います。ですから、メールソフトで

は、BinHex形式をサポートしています。

WWWからのダウンロードでも、FTPが使

われるならMacBinary形式で試して、だめ

ならBinHex形式を試みるのはどうでしょう

か。 （菊地宏明）

A.

このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

マック用のプログラムをWWWから

ダウンロードするとき、マックバイ

ナリー形式とBinHex形式の2つの

形式で登録されていることがよくあ

ります（図1）。ウィンドウズ用だと

EXEファイルだけなのに、マックの

場合だけ、2種類登録されているこ

とが多いのはなぜなのでしょうか。

また、どちらをダウンロードすべき

か迷いますが、通常はどちらがいい

のでしょうか。 （斉藤常吉さん）
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図1 拡張子hqxがBinHex形式、binがMacBinary形式
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画像の表示はとても簡単です。

まず、画像のファイル名を確認

しましょう。WWWブラウザーはファイル

名の拡張子（ファイル名の中で「.」に続

く文字列）でファイルの形式を判断します

から、GIF 形式ならば「○○○.g i f」、

JPEG形式ならば「○○○.jpg」としてく

ださい。あとは、HTMLファイルの画像を

挿入する場所に

<IMG SRC="画像ファイルのURL">

と入れます。「画像ファイルのURL」のとこ

ろにGIFファイルか、JPEGファイルを指定

してください。画像のサイズそのままに表示

されます。

さて、このままでは、画像ファイルを読

み終えるまで、続く文章は読み込まれませ

ん。そこで、ページを快適に読みこませるた

めに、画像サイズを指定します。

<IMG SRC="画像ファイルのURL"WIDTH

=画像の幅　HEIGHT=画像の高さ>

「画像の幅」「画像の高さ」はピクセル数

で指定できます。すると、まず、読み込み

時にそのサイズの空白を空けて、続く文章

を読み込み、レイアウトが終わったあとで画

像ファイルを読み込むようにできます。

機種ごとに異なる画面サイズに合わせて、

画像サイズを変えたいならば、先ほどの幅と

高さの指定をパーセンテージにしてみます。

幅を80%とすると画面ウィンドウの80%の

サイズに指定されます。

このときに縦横比を崩さないようにしない

と見た目が悪くなりますから、画像の幅の

パーセンテージだけ指定して、

<IMG SRC="画 像 ファイルの URL"

WIDTH=画像の幅のパーセンテージ>

とするといいでしょう。 （菊地宏明）

A.

画像（GIF、JPEG）をホームペー

ジにきれいに表示させるには、どう

したらいいでしょうか。一応表示は

されるのですが、画面いっぱいにど

んと出てきてしまいます。また、ほ

かの人のホームページのように、画

面に収まり、文章を先に読みこませ

て最後に絵を表示するようにしたい

のですが、その方法がわかりません。

（田山利道さん）

図3 <IMG SRC="abc.gif" WIDTH=画像の幅
HEIGHT=画像の高さ>で高さを調整

図2 <IMG SRC="abc.gif">で画像を表
示したところ。
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通信の世界において「速い」とい

うことは、単に回線速度が速いと

いうだけでなく、目的の情報が早く相手に

届く、あるいは、目的の情報が早く手に入

るということを意味しています。このことは、

単純に回線速度だけではなく、自分から相

手まで信号が届く時間に大きく影響される

ことになります。つまり、たとえ1.5Mbps

の回線を利用していても、自分から相手ま

で信号が届くのに0.5秒かかっていたとする

と、1Kバイトの情報が相手に届くためには、

1Kバイト×8bit

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－+ 0.5秒=約0.505秒

1.5Mbps

かかることになります。しかし、たとえ64K

bpsの回線でも、自分から相手に信号が届

くのに10ミリ秒しかかからないとすると、

1Kバイト×8bit

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－+ 0.01秒=約0.135秒

64Kbps

のようになります。

ですから、通信における「速さ」は単純

に回線速度だけでは決まらないわけです。自

分から相手に信号が届く時間を表す値とし

て、Round Trip Time（RTT: 信号が自分か

ら相手に到達して、さらに、自分に返され

るまでの時間）が用いられます。インターネ

ットにおいてRTTを調べるためにはpingコ

マンドを用いてみるといいでしょう。（図5）

というわけで、通信の世界では回線速度

と反応時間の両方を考慮して「速さ」が決

まるため、回線速度が速くなったからと言

って、「速く」なるわけではないのです。そ

こで、通常は回線速度は「太い」「細い」

と表現することが多いようです。これは、通

信回線をパイプであると考え、パイプの太さ

を回線速度、パイプの長さを自分から相手

までの距離（RTTは結局自分と相手の物理

的な距離に依存する）として考えているわ

けです。

ちょっとややこしい話ですが、正しく解釈

すると回線速度は「太い」ほうが適切なん

だとわかるのではないかと思います。

（砂原秀樹）

A.
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ISDNや専用回線の話を聞いている

と、64Kbpsとか128Kbpsとか

いう数字が登場しますが、これらは

モデムの28.8Kbpsと同じ回線速

度を表していると理解しています。

しかし、ときどき、インターネット

雑誌で回線が「太い」と表現されて

いることがあります。これはどうい

う意味なのでしょうか。「速い」のま

ちがいではないでしょうか。

（梶山清二さん）

図5 インプレスのサーバーからベッコアメまでpingコマンド実行した様子。相手のホスト名を引数として与えると
RTTを計測することができる。

(impnews)% ping bekkoame. or. jp
PING  bekkoame. or. jp:  56  data  bytes
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=0.  time=510.  ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=1.  time=730.  ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=2.  time=600.  ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=3.  time=780.  ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=4.  time=190.  ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=5.  time=60.   ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=6.  time=40.   ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=7.  time=70.   ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=8.  time=40.   ms
64  bytes  from 202.231.182.43:  icmp_seq=9.  time=90.   ms

----bekkoame. or. jp  PING  Statistics----
10  packets  transmitted.  10  packets  received.  0% packet  loss
round-trip  (ms)   min/avg/max  =  40/311/780

図4 水道管の太さが流量を
決めるため、これが回
線速度に相当する。自
分から相手までデータ
が到達する時間は、結
局自分から相手までの
距離に依存するため、
水道管の長さが「速さ
（水道管の場合、決め
られた量の水が相手に
届くまでの時間）」を決
めるもう1つの要素とな
る。

水道管の長さ 

水道管の太さ 

反応時間 

回線速度 
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入門者のための 

某電話会社のコマーシャルなどを

見ていると、インターネットをや

るにはISDNしかないようにも感じられます

が、とりあえず、インターネットを使ってみ

るということならば、無理をしてISDNに変

更する必要はないでしょう。

アナログ電話回線を用いたモデムでもつ

いにV . 3 4 b i s という規格が登場し、

33.6Kbpsという通信速度を実現できるよう

になりました。これと、V.42bisの信号圧縮

を用いると、134.4Kbpsの通信速度が得ら

れる可能性があるのです。まあ、この最新

のモデムでなくても、2 8 . 8 K b p s や

14.4Kbpsのモデムがあれば十分でしょう。

しかし、インターネットを真剣に使い始

めるとアナログ電話回線ではストレスを感じ

るようになると思われます。これは、インタ

ーネットを使いこなすにつれてやりとりする

データ量が多くなるためで、これを改善する

ためには通信回線を「太く」することが解

決策の1つになります。

よく考えてみると、インターネットで取り

扱われている情報は、すべてデジタル情報で

す。これが、インターネットのいいところで

あり、インターネットの通信はデジタル通信

が基本になるわけです。しかし、アナログ電

話回線を利用するためには、アナログモデ

ムを利用してデジタル情報をいったんアナロ

グ情報に変換し、さらに、それを元のデジ

タル情報に戻すという手順が取られること

になります。当然この過程においてオーバー

ヘッドが生じることになり、通信速度の点

においても応答時間の点においても不利に

なってしまうのです。

アナログモデムが進歩し、どんなに通信

速度が速くなっても、33 . 6 K b p s や

28.8Kbps、14.4Kbpsというのは最善の状

態での通信速度で、この値はノイズなどの

回線の状況によって変化します。また、

V.42bisの圧縮もデータの状況によって変化

しますから、実際の環境で得られる通信速

度はISDNに比べると、見劣りがすることに

なるでしょう。

これに対してISDNでは、情報はデジタル

のままで扱われます。したがって、変換のた

めのオーバーヘッドが存在せず、通信速度

だけでなく、応答時間の面でも有利なので

す。さらに、最近のISDNルーターなどで

は、複数のISDNチャネルを用いてより高速

の回線を提供する機能も用意されています。

たとえば、通常のISDNでは同時に2本の

64Kbps回線が利用できますが、これを束ね

て128Kbpsの回線として利用することも可

能なのです。というわけで、もし可能なら

ば、ISDNを利用したほうがいいことは事実

です。

しかし、ちょっと待ってください。ISDN

を引いたのはいいけれども、自分が契約し

た（あるいはこれからする）プロバイダーは

ちゃんとISDNに対応しているでしょうか？

そして、それはどのようなサービスでしょう

か。これをきちんと調べておかないと、せっ

かくISDNの契約をしても宝の持ちぐされに

なってしまいます。

インターネットサービスプロバイダーが提

供するISDN接続サービスの種類には、

1V.110 38.4Kbps非同期型

264Kbps同期型

364Kbps + 64Kbps MP（マルチリンク

PPP）同期型

などがあります。これらのどれが用意されて

いて、料金体系はどうなっているのかをきち

んと調べてからISDNを利用するかどうかを

判断したほうがいいでしょう。ちなみに、

「V.110 38.4Kbps 非同期型サービス」の場

合、回線の品質によっては28.8Kbpsで接

続したほうが快適な場合があるかもしれませ

ん。また、ISDNを利用する場合でも無理

にISDNルーターを導入しなくてもいい場合

A.

インターネットを始めようと思って

いますが、本などを読んでいると

ISDNがないと、インターネットが

できないように思われます。やっぱ

りISDNがないとだめなのでしょう

か？ （鈴木英章さん）

アナログ 

アナログ 

モデム 

デジタル 

NTT

NTT

デジタル アナログ 

モデム 

デジタル変換 デジタル変換 

アナログ回線 

14.4～33.6Kbps

DSU DSU
TA TA

デジタル デジタル デジタル 

38.4～128・・・・Kbps

ISDN回線 

図6 アナログ回線とISDN回線の違い
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マイクロソフトエクスチェンジには、

自動で署名を付加する機能はあり

ませんが、署名の内容としたいテキストファ

イルを用意しておき、メールを出すとき「フ

ァイルの挿入」ボタンでそのテキストファイ

ルを指定し、挿入する形式を「テキストの

み」とすることで署名に代用できます（図

7）。それに不満なら、エクスチェンジに署名

や引用記号付加の機能を追加するInternet

Idiomsというフリーソフトを使うと便利で

す。操作は次の手順で行ってください。

1まず、ht tp : / /www.ha lcyon .com/

goetter/x86/inetxidm.zipからファイルを

入手します。

2続いてファイルを解凍し、中にある

inetxidm.dllを¥Windows¥Systemに移

動します。

3¥Windows¥Systemにmsvcrt40.dllがあ

ることを確認します（ない場合はInternet

Idiomsに付属の文書を参照してください）。

4inetxidm.regをダブルクリックします。す

ると、regeditに組み込まれます。

これで、ウィンドウズの再起動も不要です

（ダメな場合は再起動してみてください）。エ

クスチェンジの「オプション」ダイアログに

はidiomsタブが追加されているので、そこ

で署名や引用記号などを設定します（図8）。

（編集部）

A.
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図8 新しくできたidiomsタブ。Append a signature to
every messageをチェックすると署名を入力できる。

もあります。ISDNのTAに用意されている

アナログポートにアナログモデムを接続して

アナログサービスを用いて接続するというの

も1つの手段なのです。

料金、設備の費用、そして利用の状況

（大量のデータを扱うか否か）などさまざま

な条件を考慮して検討をすべきでしょう。

今、パソコン通信をやっていて、ためしにイ

ンターネットをのぞいてみようというのなら

ば、無理にISDNを用意することはないでし

ょう。また、たまたま引越しなどで電話を

変える可能性があるのならばISDNを引いて

みるのもいいかもしれません。

とにかく、周りに惑わされず、自分の状

況に合わせて環境を選択してみてください。

ちなみに、僕の自宅は28.8Kbpsモデムをア

ナログ電話回線に接続して使っています。

（砂原秀樹）

電子メールの利用にマイクロソフト

エクスチェンジを使っていますが、

署名を自動的に挿入する機能があり

ません。何かいい方法があったら教

えてください。 （川北響子さん）

図7 ファイルの挿入機能
で署名ファイルを挿
入する。
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